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第 1 章，第 2 章および総括で構成されているo
緒言では，本論文の目的並び、に意義について述べている。
第 1 章では，明反応に関与する光化学系 E と類似の機能を有するトキイロヒラタケ由来の色素蛋白質と，光化学系








第 2 章では，暗反応で中心的な役割を果たすリプロースーし 5 ービスリン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ
(ルビスコ)の構造と-機能相関について述べている o
ホウレンソウと紅藻 Galdieriαpαrtitα 由来のルビスコの結晶化を行い，ホウレンソウルビスコの1.8λ分解能にお

















(2) 光化学系 I と E の間に電子伝達反応を行うプラストシアニンの1.6Â分解能での構造解析に成功し， これまで報
告されたプラストシアニンに比べ，配位パラメータが大きく異なることを明らかにしている o その理由として85番
と 88番の残基聞の相互作用に違いがあることを明らかにすることによって， 88番の残基の種類によって配置構造が





(4) ルビスコに小サブユニットが 2 種存在することを明らかにしているo また， この現象とルビスコの活性調節のメ
カニズムとの相関について述べている o
以上のように本論文は，光合成に関連するタンパク質の立体構造をX線結晶構造解析法によって明らかにすること
で，それらの構造と機能との相関を解明したものであるo 上記の成果は光合成システムのメカニズム解明と植物によ
る二酸化炭素固定反応の高効率化において重要な知見を明らかにするものであるo よって，本論文は博士論文として
, 価値あるものと認める o
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